
ザンプロで派遣された隊員の手作り教材で学ぶデービッドカウンダSTEM中等学校
の子どもたち　［写真：小野亘］

ボランティア事業
多様な事業とパートナーシップ

市民が主役の国際協力
JICAのボランティア事業は、開発途上国の経済・社
会の発展や復興のため、高い志を持って自発的に協力
しようとする市民の活動を支援するものです。

1965年にスタートした青年海外協力隊の派遣を中
心とする歴史あるこの事業は、日本政府とJICAが行う
草の根レベルの国際協力の代表的な事業として広く認
知され、相手国からも高く評価されています。
　これまで累計5万6,402人が顔の見える国際貢献の
担い手として活動。2024年3月末現在、1,324人の隊
員が74カ国で活動しています。  

多様化する開発課題への貢献  

多様化する開発途上国の開発課題に対応するため、
JICAの他事業や大学、自治体、企業のほか、海外の国際
ボランティア機関との連携に取り組んでいます。
例えば、ザンビアでは2002年より広島大学の「ザンビ

ア特別教育プログラム（通称：ザンプロ）」と連携した協
力を実施しています。ザンプロは、同大学大学院に入学
した学生が協力隊としてザンビアで理科や算数・数学な
ど学校教育に関する活動を2年間行い、帰国後に修士論
文を執筆して修了するプログラムです。これまでに47人
がこのプログラムに参加し、ザンビア大学と広島大学の
合同研究発表会を実施するなど、活動の成果を研究に
生かし、研究の成果をザンビアの教育現場に還元する

取り組みを継続して行っています。また、ザンプロで派
遣された隊員が、JICAが実施する技術協力プロジェク
トの専門家や開発途上国の行政官などを対象に日本で
実施する課題別研修の講師になるなど、隊員として参加
した人材も成長するという連携派遣のロールモデルと
なっています。

2023年には、ウガンダとザンビアに派遣中の隊員4人

JICA海外協力隊の派遣人数

5万6,402人

（1965－2023年度）

 JICA海外協力隊の分野分類別派遣実績（累計）
2024年3月末現在
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 1.  計画・行政
 2.  公共・公益事業
 3.  農林水産
 4.  鉱工業
 5.  エネルギー
 6.  商業・観光
 7.  人的資源
 8.  保健・医療
 9.  社会福祉
 10.  その他
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をはじめ、ザンビアの教育機関や政府機関の関係者な
ど、延べ100人が合同研究発表会に参加しました。

日本も元気にするJICA海外協力隊
開発途上国で協力活動を行った経験は、海外だけで
なく、日本国内の課題解決にも生かされています。
　帰国した隊員による隊員経験の社会還元を促すた

2023年度の概況C H A P T E R 3

バングラデシュへの隊員派遣を再開  

バングラデシュでのボランティア事業は、2016年7月にダッカで発生したJICA

関係者7人を含む外国人が被害にあった襲撃テロ事件を機に中断されていました。
一方で、JICA海外協力隊に対するバングラデシュ政府からのニーズは高く、治安
状況などを慎重に検討した結果、2023年9月、約7年ぶりに派遣を再開しました。
　今後もさまざまな分野で協力を進める予定であり、両国の懸け橋となる隊員
の活動が期待されています。

JICAウェブサイト       JICAボランティア派遣事業関連情報　

め、国内外・公私問わず社会課題の解決に取り組む帰
国後10年以内の人を表彰する「帰国隊員社会還元表
彰」を2022年度より開始。第２回「帰国隊員社会還元
表彰」では、静岡県にある廃校となった小学校を利活
用した教育環境の向上および地域活性化ビジネスに取
り組んでいる浅野拳史さん（2015年度1次隊／理科教
育）、カンボジアでデジタル教材の普及などを通じた幼
児教育の改善に取り組んでいる小柳真裕さん（2014年
度1次隊／青少年活動）など6人が受賞しました。
また、派遣前訓練の一環として、JICA海外協力隊の
合格者から希望者を募り、国内の地域活性化や多文化共
生を実践から学ぶ75日間の地域密着型実習「グローカ
ルプログラム」を実施。プログラム終了後も、派遣先の国
からオンラインで交流を続け、帰国後も地域の活性化や
多文化共生を推進する人材となることが期待されます。
　今後も帰国した隊員が国内外の現場でより一層活躍
できるよう、支援の拡充を進めていきます。

バングラデシュの農業調査研究所で食品加工を指導
する隊員　［写真：Nayan Chaklader］

起業支援プロジェクト「BLUE」を開始  

JICA海外協力隊員の帰国後の起業支援を目的とした「BLUE（Break the 

Line, Unleash your Entrepreneurship）」を2023年9月に開始しました。
　協力隊で培った経験を生かし、帰国後にビジネスを通して、日本の地域課題
を解決し地域経済を活性化することや、海外の社会課題の解決に向けた取り組
みを持続可能な形で実施することで、SDGsの達成に貢献していくための環境
づくりに挑戦しています。

ウガンダでビジネスを通じて継続的な井戸の維持管
理を行う起業家の元隊員

浅野拳史さん（前列左端）と日本語教育事業に参加している外国人児童
［写真：株式会社マキノハラボ］
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https://www.jica.go.jp/activities/schemes/volunteer/index.html



